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私は、このたび生徒会会
長という大きな役割をいた
だきました。この１年は、
会長として周りに広く目を
向け、皆さんの要望を受け
止め、こたえるため、「何
ごとにも挑戦する」１年と

したいと考えています。
私は、武蔵ヶ丘中が笑顔とあいさつであふれ、
全校生徒が安心して生活できる学校を創りたい
と考えてます。そのために私たちとともに行動
してください。全校生徒が安心して生活できる
武蔵ヶ丘中学校をみんなで創っていきましょう。
どうぞ宜しくお願いします。

私が掲げる生徒会執行部と
してのテーマは、「一人一人
が、自分が武蔵丘中学校を
引っ張っていくという意識
を持って行動する」という
ことです。今年度の生徒会
執行部では、全員で役割分

担をし、全員で協力して一つ一つの取組を丁寧
に行っていきます。すべてがうまくいくとは限
りません。失敗したことも成功したこともちゃ
んと受け入れ、それを次の取組に生かしていき
ます。生徒会執行部だけでなく生徒全員で新し
い武中を創っていきたいです。みなさん、「武
中一丸」で頑張っていきましょう。

１月１日（月）午後４時０６分、能登半島で発生したマグニチュード７．６の地震では、２３３名
の尊い命が失われ、さらには家屋の倒壊や火災、道路や水道・ガスなどのインフラの壊滅的な被害な
どが報じられています。私たちも平成２８年４月の熊本地震を経験しており、他人事ではありません。
このことに対して、何か自分たちにもできることはないかと考えた本校生徒会執行部のメンバーは、

冬休み明け、後期後半が始
まるとすぐに被災地支援の
ための募金活動に取り組み
ました。
３日間で１４６，０３１円

の募金が集まり、日赤能登
半島地震災害義援金窓口を
通して被災された皆さんへ
届けました。

去る１月１０日（水）、吉本孝寿
町長様や二殿一身教育長様をはじ
め、菊陽町青少年健全育成町民会議
の皆さんがあいさつ運動に取り組ま
れました。あいにくの雨模様となり
ましたが、登校する生徒もいつもに
増して朗らかな笑顔になっていたよ
うです。

※吉本孝寿町長様（写真・左）は、
生徒会長の吉田悠斗さんと肩を組
んで励ましてくださいました♪




